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 やわらかな日差しと心地よい春風の中、子どもたちは生き生きとした笑顔を見せながら園

庭を駆け回っています。 
 ４月は入園や進級で新しい環境になり、あわただしく１か月が過ぎました。ようやく一息

かと思います。疲れから熱を出したり、感染症（アデノウィルス）になりお休みをしたお子

さんもいますが、明日からの連休ではゆっくりと過ごす時間も作っていただきたいと思いま

す。例年連休明けは登園をしぶったり泣いたりするお子さんもいますが、私たちは、ここか

らが本番と考えています。どうぞ心配なさらず、保育園に送り出して下さい。 

  
 

 

 

 

  

６日（金）   ハ歯の日 

               １２日（木）   歯科健診 

               １６日 (月)       かもしかクラブ 

２７日 (金)       誕生会        

               ２７日 (金)       尿検査提出日 

                       ３０日（月）   総合避難訓練① 

              

  

  

 

 ※平成２８年度より学校保健法が改正になり、小学校ではぎょう虫卵検査が 

廃止になりましたので保育園も同様となります。 

  

        ※歯科健診、尿検査の詳細につきましては、９日にお手紙を配布します。 



 

                                            

「五月」は、いろんな意味に使われる言葉です。 

      「五月（さつき）」              「五月雨（さみだれ）」 

  苗を「早苗」と呼び、五月に田植えをする 旧暦の五月（現在の六月）に降り続く 

ことから「早苗月（さなえづき）」と言れ、それ     長雨のことです。「みだれ」は「水垂れ」 

 が略されて「さつき」になったと言われて       で雨のことを意味しています。 

      います。                                       

      

＊保育園の田植えも待ち遠しいです。          ＊芭蕉の句に出てきますね。 

                  

   「五月晴れ（さつきばれ）」             「五月病（ごがつびょう）」 

五月のすがすがしい晴れの事。梅雨           新しい環境に適応できず、ストレスを 

の晴れ間をさした言葉です。                感じ気分が落ち込む状態。 

 

＊外遊びが気持ちの良い季節です。         ＊慣れた頃が落とし穴。手をかけ・目をかけ 

身体をいっぱい使って遊びましょう。          心をかけましょう。 

 

【鯉のぼり】  

～高く泳ぐや 鯉のぼり～ 

 

園庭に鯉のぼりが上がり、元気に遊ぶ子どもたちを見守っています。 

鯉のぼりは、江戸時代に町人階層から生まれた節句飾りです。鯉は清流はもちろん、

池や沼でも生息することができる、とても生命力の強い魚です。その鯉が急流をさ

かのぼり竜になって天に登るという中国の伝説にちなみ、どんな環境にも耐え、立

派な人になるようにとの願いが込められています。 

 

 


